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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成16年６月29日に提出いたしました第58期(自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日)有価証券報告書の記

載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第２ 事業の状況 

  １ 業績等の概要 

(1)   業績 

事業の種類別セグメントの業績 

①食料品 

②運送・倉庫業 

  

   第５ 経理の状況 

    １ 連結財務諸表等 

(1)   連結財務諸表 

(セグメント情報) 

 事業の種類別セグメント情報 

  



３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

第一部 【企業情報】 

 第２ 【事業の状況】 

  １ 【業績等の概要】 

(1) 業績 

事業の種類別セグメントの業績 

（訂正前） 

①食料品 

食料品は「咖哩屋カレー」が順調に売上を伸ばし、新製品の「黒豆ココア」が予想を大きく上回るヒットとなり

ましたものの、「ねりスパイス」「こくまろシチュー」が夏場の天候不順や長引く残暑の影響も受けまして前年実

績を下回りました。この結果、売上高は190,745百万円、前年同期比2.2％の減収、営業利益は5,403百万円、前年同

期比23.4％の減益となりました。 

②運送・倉庫業 

運送・倉庫業は新規顧客開拓の効果などから、売上高は18,299百万円、前年同期比6.0％の増収、営業利益は632

百万円、前年同期比18.7％の増益となりました。 

  

（訂正後） 

①食料品 

食料品は「咖哩屋カレー」が順調に売上を伸ばし、新製品の「黒豆ココア」が予想を大きく上回るヒットとなり

ましたものの、「ねりスパイス」「こくまろシチュー」が夏場の天候不順や長引く残暑の影響も受けまして前年実

績を下回りました。この結果、売上高は179,884百万円、前年同期比2.2％の減収、営業利益は5,403百万円、前年同

期比23.4％の減益となりました。 

②運送・倉庫業 

運送・倉庫業は新規顧客開拓の効果などから、売上高は18,269百万円、前年同期比5.9％の増収、営業利益は632

百万円、前年同期比18.7％の増益となりました。 

  

  

  



第５ 【経理の状況】 

    １ 【連結財務諸表等】 

(1) 【連結財務諸表】 

(セグメント情報) 

    【事業の種類別セグメント情報】 

  

（訂正前） 

当連結会計年度(自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日) 

（注）１ 事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区分しております。 

   ２ 各事業の主な製品 

    (1) 食料品 ………… 食品、飲料、レストラン 

    (2) 運送・倉庫業 … 運送・倉庫業 

   ３ すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。 

   ４ 「その他の事業」として認識しております保険代理業につきましては、その重要性が僅少でありますので、運送・倉庫

業に含めて記載しております。 

   ５ 従来、事業の種類別セグメント情報は、売上高の合計及び営業利益の合計額に占める食料品の割合がいずれも90％を超

えているため記載を省略しておりましたが、当連結会計年度において、運送・倉庫業の重要性が増したため、当連結会計

年度から開示しております。 

  

  
食料品 
（百万円） 

運送・倉庫業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益     

売上高     

(1) 外部顧客に対する売上高 179,874 8,509 188,384 ― 188,384

(2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

10,870 9,790 20,660 (20,660) ―

計 190,745 18,299 209,044 (20,660) 188,384

営業費用 185,342 17,667 203,009 (21,036) 181,973

営業利益 5,403 632 6,035 375 6,411

Ⅱ 資産、減価償却費及び 
  資本的支出 

    

 資産 229,145 5,657 234,802 (14,096) 220,706

 減価償却費 4,410 158 4,569 ― 4,569

 資本的支出 4,834 119 4,953 ― 4,953



（訂正後） 

当連結会計年度(自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日) 

（注）１ 事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区分しております。 

   ２ 各事業の主な製品 

    (1) 食料品 ………… 食品、飲料、レストラン 

    (2) 運送・倉庫業 … 運送・倉庫業 

   ３ すべての営業費用は各セグメントに配分されているため、配賦不能営業費用はありません。 

   ４ 「その他の事業」として認識しております保険代理業につきましては、その重要性が僅少でありますので、運送・倉庫

業に含めて記載しております。 

   ５ 従来、事業の種類別セグメント情報は、売上高の合計及び営業利益の合計額に占める食料品の割合がいずれも90％を超

えているため記載を省略しておりましたが、当連結会計年度において、運送・倉庫業の重要性が増したため、当連結会計

年度から開示しております。 

  

  
食料品 
（百万円） 

運送・倉庫業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益     

売上高     

(1) 外部顧客に対する売上高 179,874 8,509 188,384 ― 188,384

(2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

10 9,760 9,770 (9,770) ―

計 179,884 18,269 198,153 (9,770) 188,384

営業費用 174,481 17,637 192,118 (10,145) 181,973

営業利益 5,403 632 6,035 375 6,411

Ⅱ 資産、減価償却費及び 
  資本的支出 

    

 資産 229,145 5,657 234,802 (14,096) 220,706

 減価償却費 4,410 158 4,569 ― 4,569

 資本的支出 4,834 119 4,953 ― 4,953
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